











ファミリーに大別される．現在（2015 年 1月 5日），







































性側（pH 8.5 付近）では低いこと，③酸性側（pH 
5.5 付近）での PAH 輸送は数種類の有機アニオン
化合物で阻害されること，④Km＝7.4 ± 2.6 mM, 
Vmax ＝2.0± 0.4 nmol/mg/15 sec. であること，な






　Van der Aa ら2）および Chaら1）の報告を受け，
筆者らは non-directional ヒト胎盤 cDNAライブラ
リーを構築し，bioinformatics 技術を用いて当時
すでに単離に成功していた human organic anion 
transporter 2（hOAT2）cDNAの全長を“Query”






を［32P］d-CTP で標識し，それを probe として low 
stringency condition で homology screening を繰り
返した結果，最終的に 1137 bp の蛋白翻訳領域を有
し，かつ 379 個のアミノ酸をコードする新規遺伝子
を単離することに成功した，その時点では機能は























ある PAHに対して Km＝35.0 ± 7.5 µM という高
い親和性を有することが明らかになった．同時に，







から“Organic Solute Carrier Protein 1, OSCP1”に
名称変更した．












と，Northern Blot 解析の結果，NOR1 は 1.6 kb と
1.2 kb 付近に double transcript があるが，OSCP1 




より Arg31 → Pro，Thr131 → Ala，Gly306 → Arg，
Ile352 → Ala，Gly366 → Ser のアミノ酸変異を伴って
いることがわかった．
　一方，Nie らのグループは，reverse-transcription 




25 名中，2 名の副鼻腔癌患者で NOR1 全長のアミ
ノ酸における 58 番目が，Glu → Gly（GAG→ GGG）









genomic DNA を抽出した．次いで，OSCP1 gene
（NC_000001.11）を鋳型として allele speciﬁc PCR
行い（Table 1），続いてdirect sequence 法にて解析
した．その時点では9種類のcoding single nucleotide 










allele 頻度の比較は SNPs database（http://www.
ncbi.nlm.nih.gov/snp/）を用いた．解析の結果，
rs34409118 は，genotype および allele 頻度の両方
に健康人との有意差が見られた（Table 2）．また，
genotypeのみに健康人との有意差が見られたSNPs
は rs1416840 と rs16822954 であった（Table 2）．
rs16822954はSer193→Serのsynonymousであるが，
rs1416840は Ile219 →Thrの non-synonymousであっ
た．今回の研究で特筆すべき知見は，rs1416840 A/G 
carrier（Ile219 → Thr） と rs16822954 A/G carrier














rs17851613† A→ G Leu82Leu TCATGTGACCCCAGTCTATGAT AAGAAGGCCCTGAGGACTGT 156 57
rs34409118 A → G Thr131Ala GACCTGATGACCATGGCTTT ATGGACACGGATTGCTTTTC 313 57
rs16822954 A → G Ser193Ser TTTCCTAGCACCCCAAACAT AATAACGGTCGCTTTGTGTTG 116 60
rs61308377 A → G Tyr209His CTTTGTCCATGGAAGGGAAA GCCCAGCCAAAATAAAACAA 417 57
rs1416840 A → G Ile219Thr GTTTCAGGACTCGGTCTCCA CCCAGTTCCCCAGGACTAAT 388 57
rs2359016 C → T Lys222Glu TCAGGACTCGGTCTCCATAAA AGCCTCCAGGACTACCTAAG 510 60
rs17442970 A → C Val253Leu CAGGGGAAATGTTGGCTAGA AACGCCAAACATAAGGCAAC 557 57
rs2275477 C → T Gly307Arg TGGAAGATTCAGGCCATTTC ATGTGATTGCCTTCATGTGG 363 58
rs17851612 C → T Ser367Gly CACCATCCAGCAGCCTCT TCCCTCATAGGACCAGCAAC 176 53















A/A 0.444  （8） 0.578 （52） A 0.528 （19） 0.744  （67）
rs34409118 A/G 0.167  （3） 0.333 （30） ＜ 0.01§ G 0.472 （17） 0.256  （23） 0.022§
G/G 0.389  （7） 0.089  （8）
A/A 0.722 （13） － A 0.806 （29） 0.733  （88）
rs61308377 A/G 0.167  （3） － N.D. G 0.164  （7） 0.267  （32） 0.511¶
G/G 0.111  （2） －
A/A 0.667 （12） 0.546 （94） A 0.667 （24） 0.756 （130）
rs1416840 A/G 0.000  （0） 0.419 （72） ＜ 0.01§ G 0.333 （12） 0.244  （42） 0.298§
G/G 0.333  （6） 0.035  （6）
A/A 0.111  （2） 0.047  （4） A 0.111  （4） 0.223  （19）
rs16822954 A/G 0.000  （0） 0.372 （32） ＜ 0.01§ G 0.889 （32） 0.767  （66） 0.207§
G/G 0.889 （16） 0.581 （50）
C/C 0.445  （8） 0.547 （94） C 0.667 （24） 0.750 （129）
rs2275477 C/T 0.444  （8） 0.407 （70） N.S. T 0.333 （12） 0.250  （43） 0.305§
T/T 0.111  （2） 0.046  （8）
Toda et al., Meta Gene. 2014;2:686-693 より改変．SNPs, single nucleotide polymorphisms.  In parentheses are the 
numbers of subject.  ＊Chi-square test.  #Fisher’s exact test.  dbSNPs, database of SNPs （http://www.ncbi.nlm.nih.















　同時期に，筆者らはOSCP1 の counterpart であ
るmouse Oscp1（mOscp1）や rat Oscp1（rOscp1）
を単離することに成功し，これらは精巣に多く
発現していることが明らかにしている4，5）．近年













筆者らは computer 予測モデルの SOSUI program
を使って検討したところ，可溶性蛋白として予測さ
れることを確認した．また，近年，HuuらはOSCP1
の homolog である drosophila OSCP1（dOSCP1）は
核，小胞体，ゴルジ体，ミトコンドリアなどにも発
現していることを明らかにした3）．さらに彼らは，


































　OSCP1は，現在 organic solute carrier partner 1
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